
❶
茨
城
県
水
戸
市（
10
月
30
日
）

　
水
戸
市
公
共
施
設
等
総
合
管
理

計
画
に
つ
い
て

　
水
戸
市
で
は
、多
数
の
公
共
施
設
を

適
切
に
管
理
し
て
い
く
た
め「
水
戸

市
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
」を

策
定
し
て
お
り
、
全
庁
的
な
体
制
で

公
共
施
設
の
計
画
的
、
効
率
的
な
維

持
管
理
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
昨
年
７
月
に
オ
ー
プ
ン
し

た
水
戸
市
民
会
館
で
は
、
１
千

500
人

分
の
食
料
や
飲
料
水
等
を
備
蓄
す
る

な
ど
、
施
設
の
利
用
者
以
外
の
帰
宅

困
難
者
の
避
難
も
想
定
し
た
対
策
が

と
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
本
市
に
お
い
て
も
公
共
施
設
の
老

朽
化
対
策
や
防
災
対
策
は
重
要
な

テ
ー
マ
で
あ
り
、
水
戸
市
の
取
り
組

み
は
大
い
に
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

岐
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議
会
常
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委
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会

岐
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市
議
会
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会

行
政
視
察
報

行
政
視
察
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告

　市
議
会
で
は
、
市
政
の
発
展
に
向
け
た
施
策
な
ど
の
提
案
等

を
行
う
た
め
、
先
進
的
な
事
例
や
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
都

市
に
出
向
い
て
直
接
調
査
・
研
究
す
る「
行
政
視
察
」を
委
員
会

ご
と
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
10
月
、
11
月
に
総
務
、
経
済
環
境
、
厚
生
、
建
設
、
文
教
の

5
つ
の
常
任
委
員
会
が
行
政
視
察
を
実
施
し
ま
し
た
の
で
、
そ

の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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❷
宮
城
県
仙
台
市（
10
月
31
日
）

　
Ｓ
Ｅ
Ｎ
Ｄ
Ａ
Ｉ
ポ
ー
タ
ル
に
つ
い
て

／
防
災
Ｄ
Ｘ
に
つ
い
て
　

　
仙
台
市
で
は
産
学
官
の
連
携
に
よ

る
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
の
実
現
に
取
り

組
ん
で
お
り
、
そ
の
一
環
と
し
て
、

一
人
一
人
の
市
民
や
観
光
客
に
合
わ

せ
た
お
知
ら
せ
や
災
害
情
報
な
ど
を

発
信
す
る
ア
プ
リ
、「
Ｓ
Ｅ
Ｎ
Ｄ
Ａ
Ｉ

ポ
ー
タ
ル
」を
開
発
、
公
開
し
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
防
災
分
野
で
の
Ｄ
Ｘ
の
取

り
組
み
と
し
て
災
害
対
応
ド
ロ
ー
ン

事
業
を
実
施
し
て
お
り
、
計
４
台
の

ド
ロ
ー
ン
を
保
有
す
る
と
と
も
に
、

職
員
へ
の
操
縦
訓
練
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た
仙
台

市
の
取
り
組
み
は
、
Ｄ
Ｘ
推
進
の
先

進
的
な
事
例
と
し
て
大
変
参
考
に
な

る
も
の
で
し
た
。

❶
長
崎
県
諫
早
市（
10
月
23
日
）

　
諫
早
市
美
術
・
歴
史
館
に
つ
い
て

　
諫
早
市
美
術
・
歴
史
館
は
、
歴
史
、

文
化
、
自
然
環
境
を
一
覧
で
き
る
施
設

と
し
て
、
ま
た
、
周
辺
に
点
在
す
る

さ
ま
ざ
ま
な
歴
史
的
・
文
化
的
な
遺

産
や
豊
か
な
自
然
、
図
書
館
な
ど
の

公
共
施
設
を
総
合
的
に
結
び
つ
け
る

交
流
拠
点
と
し
て
開
館
さ
れ
ま
し
た
。

　
昨
年
度
、
開
館
10
周
年
を
記
念
し
て

実
施
さ
れ
た
、
地
域
の
文
化
・
芸
術
振

興
に
資
す
る「
諫
早
の
美
術
家
展
」や
、

市
内
外
を
問
わ
ず
多
く
の
来
館
者
が

訪
れ
た「
ウ
ル
ト
ラ
空
想
特
撮
ワ
ー

ル
ド
」な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
は
、

今
後
周
年
事
業
を
実
施
す
る
各
施
設

に
と
っ
て
大
い
に
参
考
と
な
る
も
の

で
し
た
。

❷
兵
庫
県
姫
路
市（
10
月
24
日
）     

   

観
光
戦
略
プ
ラ
ン
・
観
光
振
興
に

つ
い
て

  
姫
路
市
で
は
、「
観
光
を
通
し
て
、

に
ぎ
わ
い
と
感
動
に
あ
ふ
れ
る
ま
ち

姫
路
」と
い
う
将
来
像
を
目
指
し
て
、

５
つ
の
戦
略
と
そ
れ
ら
を
実
現
す
る

た
め
の
４
つ
の
視
点
を
掲
げ
る
観
光

戦
略
プ
ラ
ン
を
策
定
し
て
い
ま
し
た
。

　
姫
路
城
を
は
じ
め
と
す
る
観
光
コ

ン
テ
ン
ツ
の
磨
き
上
げ
の
ほ
か
、
地

域
Ｄ
Ｍ
Ｏ
を
核
と
し
た
観
光
地
域
づ

く
り
の
取
組
内
容
や
組
織
体
制
を
学

ぶ
こ
と
が
で
き
、
候
補
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
体

制
強
化
に
向
け
て
動
き
出
し
て
い
る

本
市
に
と
っ
て
大
変
参
考
に
な
り
ま

し
た
。

❶
福
岡
県
北
九
州
市（
10
月
31
日
）　

　
先
進
的
介
護「
北
九
州
モ
デ
ル
」の

取
り
組
み
に
つ
い
て

　
北
九
州
市
で
は
、高
齢
化
の
進
展
や

介
護
に
携
わ
る
人
材
不
足
を
背
景
に
、

介
護
現
場
の
負
担
軽
減
及
び
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
の
た
め
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
や
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
を
活
用
し
、

業
務
の
効
率
化
を
行
う
先
進
的
介
護

「
北
九
州
モ
デ
ル
」の
取
り
組
み
を
推

進
し
て
い
ま
す
。

　
徹
底
し
た
業
務
仕
分
け
に
よ
り
業

務
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
整
理
し
、施
設

の
特
性
に
応
じ
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
の
導

入
を
行
う
こ
と
で
成
果
を
生
み
出
し

て
い
る
ほ
か
、
導
入
相
談
を
は
じ
め
、

専
門
人
材
の
育
成
な
ど
、
幅
広
く「
北

九
州
市
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
等
導
入
支

援
・
普
及
促
進
セ
ン
タ
ー
」が
サ
ポ
ー

ト
す
る
伴
走
型
支
援
の
取
り
組
み
は
、

大
い
に
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

❷
岡
山
県
岡
山
市（
11
月
1
日
）

　「
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
ハ
レ
活
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」な
ど
の
健
康
ポ
イ
ン
ト

事
業
に
つ
い
て

　
岡
山
市
で
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
の
ア
プ
リ
を
活
用
し
て
健
康
的
な

生
活
の
習
慣
化
を
目
指
す
健
康
ポ
イ

ン
ト
事
業「
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
ハ
レ

活
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
実
施
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
同
事
業
の
前
身
で
あ

る「
お
か
や
ま
ケ
ン
コ
ー
大
作
戦
」は
、

地
元
事
業
者
な
ど
が
出
資
し
、
サ
ー

ビ
ス
提
供
や
事
業
運
営
に
も
携
わ
る

官
民
協
働
事
業
と
し
て
行
わ
れ
る
な

ど
、
先
進
的
な
取
り
組
み
を
実
施
さ

れ
て
き
ま
し
た
。

　
自
然
に
健
康
に
な
れ
る
ま
ち
を
目

指
し
、
健
康
づ
く
り
に
関
す
る
意
識

を
高
め
る
取
り
組
み
は
大
変
参
考
に

な
る
も
の
で
し
た
。

　
　

❶
山
形
県
山
形
市（
10
月
22
日
）

　
や
ま
が
た
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ「
ら
く
の
る
」

に
つ
い
て

　
山
形
市
で
は
、自
家
用
車
に
頼
ら
な

く
て
も
誰
も
が
快
適
に
移
動
で
き
る

環
境
の
構
築
を
目
指
し
、
公
共
交
通

を
は
じ
め
複
数
の
交
通
手
段
を
最
適

に
組
み
合
わ
せ
る
と
と
も
に
、
交
通

以
外
の
サ
ー
ビ
ス
と
の
連
携
に
よ
り

地
域
課
題
の
解
決
な
ど
に
も
資
す
る

サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
を
導
入

し
て
、
複
数
の
交
通
機
関
の
連
携
な

ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
多
く
の
地
方
自
治
体
の
課
題
で
あ

る
公
共
交
通
利
用
者
数
の
改
善
や
高

齢
者
な
ど
の
移
動
手
段
の
確
保
の
た

め
の
公
共
交
通
の
利
便
性
向
上
に
向

け
た
取
り
組
み
は
大
変
参
考
に
な
り

ま
し
た
。

❷
福
島
県
郡
山
市（
10
月
23
日
）　

　
開
成
山
公
園
等
Ｐ
ａ
ｒ
ｋ

－

Ｐ
Ｆ
Ｉ

事
業
に
つ
い
て
　

　
郡
山
市
で
は
、
市
街
地
に
あ
り
、

古
く
か
ら
市
民
に
親
し
ま
れ
て
き
た

開
成
山
公
園
の
再
整
備
に
お
い
て
、民

間
事
業
者
の
持
つ
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用

す
る
と
と
も
に
、
市
の
財
政
負
担
の

軽
減
を
図
る
手
法
で
あ
る
Ｐ
ａ
ｒ
ｋ

－

Ｐ
Ｆ
Ｉ
を
導
入
し
て
、
民
間
事
業

者
か
ら
の
提
案
を
取
り
入
れ
た
施
設

整
備
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
事
業
の
推
進
に
当
た
り
、市
民
や
民

間
事
業
者
と
の
対
話
を
重
ね
る
中
で

事
業
内
容
を
具
体
化
し
、
公
園
利
用
者

の
利
便
性
向
上
に
つ
な
げ
て
い
く
取

り
組
み
は
大
変
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

岐阜市議会だより岐阜市議会だより

❶
岡
山
県
新
見
市（
10
月
29
日
） 

　

　
公
立
短
期
大
学
か
ら
４
年
制
化
し 

た
大
学
に
つ
い
て

　
新
見
公
立
短
期
大
学
は
、
平
成
22

年
度
に
新
設
の
４
年
制
大
学
を
開
学

し
た
の
ち
、
短
期
大
学
と
し
て
は
平

成
30
年
度
を
最
後
に
学
生
の
募
集
を

停
止
し
、
平
成
31
年
度
に
全
学
科
で

４
年
制
の
大
学
に
移
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
学
の
特
色
を
生
か
し
た
差
別

化
や
、
学
生
支
援
の
充
実
、
地
域
の

特
色
を
生
か
し
た
専
門
職
人
材
の
育

成
の
強
化
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
全

国
か
ら
学
生
を
集
め
る
こ
と
に
成
功

し
て
お
り
、
18
歳
人
口
減
少
時
代
に

お
け
る
公
立
大
学
の
在
り
方
と
し
て

大
変
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

❷
山
口
県
山
口
市（
10
月
30
日
）

　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
外
部
委
託
に

つ
い
て
／
地
域
づ
く
り
交
付
金
に
つ
い
て

　
山
口
市
で
は
、
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
の
う
ち
１
学
級
に
つ
い
て
、
令
和

６
年
度
よ
り
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
に

よ
る
外
部
委
託
を
導
入
し
て
い
ま
す
。

待
機
児
童
が
増
加
し
て
い
る
現
状
と

少
子
化
に
伴
う
今
後
の
児
童
数
の
減

少
を
鑑
み
た
運
営
体
制
の
充
実
を
目

指
す
取
り
組
み
は
、
大
い
に
参
考
と

な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
個
性
豊
か
で
活
力
あ
る
自

立
し
た
地
域
社
会
の
実
現
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
市
税
の
約
１
％

を
地
域
づ
く
り
交
付
金
と
し
て
ま
ち

づ
く
り
協
議
会
に
交
付
さ
れ
て
お
り
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に
対
す
る
支

援
と
し
て
大
変
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

  

総
務
委
員
会

  

経
済
環
境
委
員
会

  

厚
生
委
員
会

  

建
設
委
員
会

  

文
教
委
員
会

▲水戸市視察

▲岡山市視察

▲郡山市視察

▲諫早市視察

▲山口市視察
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